
１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２4ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

時期的に良くなり、まだ出材も少ないことからス

ギ・ヒノキともに上相場。特にスギの3m、15～

28cmは強気配。ヒノキの元類も品薄高。

スギ・ヒノキともに長雨のため入荷量少なくなっ

ています。市況は品薄感もあり若干の上昇傾向。

スギ30㎝までは3mが有利です。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 土曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 10月７日 第２７７回市（物部） 

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 9月２８日 第　３８回市（香美） 

９，０００

９，０００

１１，０００

１４，５００

１４，５００

　８，０００

８，５００

１４，５００

１４，５００

１４，５００

　８，５００

１８，０００

１２，０００

１３，５００

１８，０００

１７，０００

１６，５００

１２，０００

１１，０００

１８，０００

１７，０００

１５，０００

　８，０００

２４，０００

　
８，０００

　９，５００

１２，０００

１２，０００

　７，０００

　９，５００

１２，５００

１２，０００

８，０００

１６，０００

　
１０，０００

１３，０００

１５，０００

１４，５００

　
８，０００

１４，５００

１４，５００

１４，５００

８，０００

２１，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

平成２８年１０月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２６，６９９人 男 １２，４７７人 女 １４，２２２人

前月比 

山田 香北 物部２０，１１１人

世帯数 １２，９５４世帯 出生

死亡

４，６３５人

－７人

＋５人 －１０人 －２人

－８人 ＋１人

９ 月
届 出

１６人

４０人

１，９５３人

転入

転出

５６世帯

３３世帯前月比 ＋１４世帯
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は
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を
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れ
る
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掲
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。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
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53－

５
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５
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【
短 

歌
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岡
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